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l一　次のような遽均は！軸等夢嘘をし蓋…しょう。－

●昭和56年（1981）以前の建築物　　　　　●多数の者が利用する建築物　　　　　　　●1倍がピロティの建築物
●壱朽化が著しい建築物　　　　　　　　　　（病院、映画館、店舗、ホテルなど）　　　　●壁配tのバランスが悪い建築物
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大地震時の建物倒壊を防ぎ．地震被害を軽減するための改修方法を提案します。てきることから実行しましよう。
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昭和56年以前の鉄筋コンクリート柱は弱いため、大地震時には写頁のように柱が破増し、建物が倒壊する原因になります。

●カーボン繊維捕強
桂一不の楕強十用
60～90万

●SRF繊維網蒲
桂一本の補強十用
40～50万

壁の少ない建物や、壁配置のバランスが悪い建物は地震の被害も甚大になります。

●コンクリート璧捕磯
一箇所の補強徽用150～200万

●練書プレース補強
一箇所の紳輔徽用150～250万

屋上にある水槽や煙突、外壁に取り付けられた看板などは、大地震時に落下し尊い人命を奪う恐れがあります。また、外壁のタイルや仕上げも老
朽化により剥離し落下することもあります。

※改修★用等は参考数値ですので、詳しくは建築設計事務所協会へお問い合わせ下さい。

．■（社）宮城県建築設計事務所協会
；〒980－0802仙台市青葉区二日町6－6シャンポーJL／青葉2F O22（223）7330　http：／／www．miyajikyo．or．jp

■青葉区建設部街並み形成課代表022（225）7211　●太白区建設部街並み形成課代表022（247）1111

■宮城野区建設部街並み形成課代表022（291）2111　●泉区建設部街並み形成課代表022（372）3111

■若林区建設部街並み形成課代表022（282）1111　■都市整備局住環境部建築指導課代表022（261）1111
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